
＜

対
前
年
度
比
▲
〇
・
一
％＞

　

厚
生
労
働
省
は
一
月
二
七
日
に
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
の
年
金
額
改

定
は
前
年
度
比
▲
〇
・
一
％
に
な
る
と
発
表
し
た
。
こ
れ
は
例
年
の
通
り
一
月

末
の
金
曜
日
に
総
務
省
が
公
表
し
た
前
年
（
暦
年
）
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

に
あ
わ
せ
て
、
年
金
額
の
改
定
を
発
表
し
た
も
の
。
同
日
公
表
さ
れ
た
「
平
成

二
八
年
平
均
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
が
対
前
年
比
で
〇
・
一
％
下
落
し
て

い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
額
に
よ
る
年
金
支
払
い
は
四
～
五
月
分
の
年
金
が
支

払
わ
れ
る
六
月
か
ら
に
な
る
。

（
年
金
額
は
こ
の
引
き
下
げ
幅
を
反
映
す
る
が
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
履
歴
に
対

応
し
て
複
数
の
計
算
式
で
算
出
し
、
そ
の
う
ち
の
最
も
大
き
な
額
に
決
定
す
る

た
め
、
前
年
額
か
ら
単
純
に
〇
・
一
％
減
額
し
た
額
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
）

＜

参
考
指
標＞

　

二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
の
年
金
額
決
定
の
参
考
指
標
と
し
て
次
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　

物
価
変
動
率
：
▲
〇
・
一
％

　

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
：
▲
一
・
一
％

　

前
年
の
物
価
変
動
率
に
二
年
度
前
か
ら
四
年
度
前
ま
で
の
三
年
度
平
均
の
実

質
賃
金
変
動
率
と
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率
を
乗
じ
た
も
の
。

　

「
二
〇
一
六
年
の
物
価
変
動
率
▲
〇
・
一
％
」
×
「
実
質
賃
金
変
動
率
（
二

〇
一
三
～
一
五
年
度
の
平
均
）
▲
〇
・
八
％
」
×
「
二
〇
一
四
年
度
の
可
処
分

所
得
割
合
変
化
率
▲
〇
・
二
％
」

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
：
▲
〇
・
五
％

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
は
、
平
均
余
命
の
伸
び
率
（
受
給
者
数
増
）

に
対
応
す
る
▲
〇
・
三
％
（
定
数
扱
い
）
と
、
過
去
三
年
の
公
的
年
金
被
保
険

者
数
の
変
動
率
（
保
険
料
支
払
者
の
減
少
）
の
積
と
さ
れ
て
い
る
。

　

「
公
的
年
金
被
保
険
者
数
の
変
動
率
（
二
〇
一
三
～
一
五
年
度
の
平
均
）
▲

〇
・
二
％
」
×
「
平
均
余
命
の
伸
び
率
▲
〇
・
三
％
」　

　

＊�

今
年
度
の
被
保
険
者
数
の
変
動
率
は
▲
〇
・
二
％
で
、
制
度
発
足
の
二
〇

〇
四
年
に
▲
〇
・
六
％
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
し
て
、
当
時
よ
り
「
過
去
三

年
間
の
被
保
険
者
数
の
減
少
率
」
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

現
行
の
年
金
額
改
定
ル
ー
ル
で
は
、
年
金
を
受
給
し
始
め
る
際
の
年
金
額

（
新
規
裁
定
年
金
）
は
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
に
よ
っ
て
改
定
し
、
受
給
中

の
年
金
額
（
既
裁
定
年
金
）
は
購
買
力
に
着
目
し
て
物
価
変
動
率
に
よ
っ
て
改

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
「
物
価
変
動
率
、
名
目
手
取
り
賃

金
変
動
率
が
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
で
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が
物
価
変
動
率

を
下
回
る
場
合
、
新
規
裁
定
年
金
、
既
裁
定
年
金
と
も
に
、
物
価
変
動
率
に

よ
っ
て
改
定
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
二
〇
一
七
年
度
は
、
新
規
裁

定
・
既
裁
定
と
も
に
物
価
変
動
率
▲
〇
・
一
％
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
制
度
改
定
時
に
導
入
さ
れ
た
「
支
給
額
が
増
え
る
時
に

伸
び
率
を
抑
え
る
」
仕
組
み
で
あ
る
現
行
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
は
、

名
目
下
限
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
た
め
、
年
金
額
が
減
額
と
な
る
二
〇
一
七
年

度
の
場
合
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
結
果
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
」
が
解
消
し
た

二
〇
一
五
年
度
に
初
め
て
一
度
だ
け
適
用
さ
れ
た
の
み
で
、
そ
の
後
も
適
用
さ

れ
て
い
な
い
。

＜

昨
年
可
決
さ
れ
た
年
金
関
連
法
で
計
算
し
た
ら
…
…＞

　

昨
年
の
第
一
九
二
回
国
会
で
可
決
さ
れ
た
年
金
関
連
法
で
は
、
年
金
額
決
定

に
つ
い
て
①
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
化
（
年
金
の
名
目

額
が
前
年
度
を
下
回
ら
な
い
措
置
を
維
持
し
つ
つ
、
賃
金
・
物
価
上
昇
の
範
囲

内
で
前
年
度
ま
で
の
未
調
整
分
を
含
め
て
調
整
＝
繰
り
越
し
累
積
に
変
更
）
と
、

②
賃
金
変
動
が
物
価
変
動
を
下
回
る
場
合
に
賃
金
変
動
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を

改
定
す
る
考
え
方
を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

た
だ
し
そ
の
施
行
時
期
は
①
が
来
年
の
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
四
月
、

②
が
四
年
後
の
二
〇
二
一
（
平
成
三
三
）
年
四
月
な
の
で
、
今
年
度
に
は
影
響

し
な
い
。
仮
に
今
年
の
指
標
を
新
ル
ー
ル
に
あ
て
は
め
て
計
算
し
た
場
合
は
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
▲
〇
・
五
％
は
翌
年
以
降
に
繰
り
越
し
累
積
、

年
金
額
は
▲
一
・
一
％
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

地
公
退
は
、
昨
年
審
議
さ
れ
た
年
金
関
連
法
に
つ
い
て
「
現
受
給
者
の
年
金

抑
制
を
最
小
限
に
す
る
」
こ
と
と
、
「
労
働
者
の
退
職
後
の
生
活
保
障
に
足
る

年
金
制
度
を
孫
や
ひ
孫
に
引
き
継
ぐ
」
こ
と
の
調
和
を
期
待
す
る
立
場
で
臨
ん

で
き
た
。

　

自
分
の
年
金
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
世
代
を
含
む
自
分
た
ち
4

4

の
年
金
で
も

あ
る
年
金
を
安
定
さ
せ
、
現
受
給
者
の
抑
制
を
最
小
限
に
し
、
将
来
受
給
者
の

所
得
代
替
率
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
の
最
も
重
要
な
方
策
は
、
良
質
な
雇
用
で

被
保
険
者
を
増
加
さ
せ
、
労
働
分
配
率
改
善
＝
賃
上
げ
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
に
現
退
が
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
方
式
は
、
繰
り
越
し
累
積
し
た
調
整
率
を
ま
と
め
て
吸

収
す
る
だ
け
の
賃
金
・
物
価
の
上
昇
が
無
い
場
合
に
は
制
度
効
果
を
持
た
な
い
。

雇
用
改
善
と
賃
上
げ
が
実
現
し
な
い
経
済
状
況
が
続
く
場
合
に
は
、
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
の
在
り
方
を
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
現
退
が
協
力
し
て
真
摯
に

討
議
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

地
公
退
は
一
二
月
一
九
日
、
那
谷
屋
正
義
参
議
院
議
員
の
同
席
の
下
、
参
議

院
議
員
会
館
会
議
室
で
西
澤
会
長
ほ
か
地
公
退
五
役
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
に

対
す
る
二
〇
一
六
年
要
求
を
提
出
し
、
文
部
科
学
省
の
堀
江
真
初
等
中
等
教
育

局
・
教
育
課
程
課
専
門
官
か
ら
回
答
を
受
け
た
。
内
容
は
社
会
保
障
に
関
す
る

正
し
い
学
校
教
育
の
充
実
を
求
め
る
も
の
で
、
一
年
前
か
ら
の
懸
案
が
実
現
し

た
も
の
。
概
要
は
次
の
通
り
。

要�

求
：
正
し
い
社
会
保
障
の
理
解
を
進
め
る
た
め
に
、
厚
生
労
働
省
「
社

会
保
障
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
を
も
と
に
体
系
的
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
。

西�

澤
：
地
公
退
は
一
般
行
政
、
学
校
教
職
員
、
水
道
・
交
通
事
業
な
ど
の
地
方

公
務
員
の
退
職
者
で
一
九
七
四
年
に
結
成
し
た
。
い
ま
や
、
六
五
歳
以
上
人

口
が
三
五
〇
〇
万
人
に
迫
り
、
平
均
余
命
を
見
て
も
定
年
を
迎
え
た
後
二
〇

年
以
上
の
生
活
が
待
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
備
え
た
教
育
の
必
要
性
を
痛
感

す
る
。
生
涯
学
習
・
生
涯
教
育
の
視
点
か
ら
子
供
た
ち
と
高
齢
者
が
共
に
学
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ぶ
こ
と
が
不
可
欠
。
自
分
が
教
師
だ
っ
た
こ
ろ
社
会
保
障
を
き
ち
ん
と
教
え

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
る
。

　

�　

か
ね
て
か
ら
、
学
校
教
育
で
社
会
保
障
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
と
考
え
方

を
獲
得
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
の

「
社
会
保
障
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
が
出
さ
れ
、
そ
の
内
容

に
共
感
し
た
。
検
討
会
報
告
を
教
育
現
場
で
生
か
す
の
は
学
校
で
の
実
践
と

そ
れ
を
支
え
る
文
部
科
学
省
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
今
回
こ
の
よ
う
な
場
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
意
見
交
換
し
た
い
と
考

え
た
た
め
で
あ
る
。

竹�

田
：
今
回
の
要
請
内
容
は
見
る
通
り
一
項
目
だ
け
。
世
代
間
扶
養
で
あ
る
社

会
保
障
を
世
代
間
対
立
の
図
式
で
扱
お
う
と
す
る
者
が
い
る
。
ま
た
、
本
来

社
会
保
障
は
支
え
合
い
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
の
に
、
負
担
増
・
給
付
抑
制
ば

か
り
が
前
面
に
出
て
、
不
信
も
生
じ
て
い
る
。

　

�　

こ
れ
ら
を
正
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
が
、
幸
い
、
厚
生
労
働
省
の
「
社

会
保
障
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
か
ら
提
言
が
出
た
。
文
部
科
学
省

と
し
て
こ
れ
を
い
か
す
た
め
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
を
聞
き
た
い
。

　

�　

（
な
お
、
お
渡
し
し
た
資
料
は
当
方
で
内
部
検
討
し
て
い
る
社
会
保
障
に

言
及
し
た
最
新
の
教
科
書
・
参
考
資
料
の
一
部
。
高
校
教
科
書
は
精
査
中
だ

が
、
中
学
を
見
る
と
現
状
で
は
版
元
に
よ
っ
て
内
容
や
扱
い
で
か
な
り
ば
ら

つ
き
が
あ
る
。
）

堀�

江
：
話
の
あ
っ
た
厚
生
労
働
省
の
「
社
会
保
障
の
教
育
推
進
に
関
す
る
検
討

会
」
は
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
七
月
に
報
告
を
ま
と
め
た
。
文
部
科
学

省
と
し
て
は
こ
れ
を
平
成
二
六
年
九
月
に
各
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
周
知
し

た
。

　

検
討
会
以
前
に
も
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
社

会
科
・
家
庭
科
で
指
導
し
て
き
た
。
中
学
に
お
い
て
は
「
社
会
保
障
制
度
の

基
本
的
な
内
容
や
、
福
祉
社
会
が
目
指
す
方
向
性
」
、
高
校
の
公
民
科
に
お

い
て
は
「
社
会
保
障
の
現
状
と
課
題
を
年
金
な
ど
の
保
険
制
度
を
通
し
て
理

解
」
さ
せ
、
ま
た
、
高
校
の
家
庭
科
で
は
「
将
来
の
年
金
生
活
を
想
定
し
た

経
済
の
管
理
や
計
画
」
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
き
た
。
ま
た
、
よ

り
実
践
的
な
内
容
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
労
省
、
年
金
機
構
と
連
携

し
て
出
前
授
業
・
年
金
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
普
及
に
協
力
し
て
き
た
。

　

�　

今
後
に
向
け
て
は
、
（
教
科
書
に
お
け
る
社
会
保
障
関
連
記
述
の
ペ
ー
ジ

数
や
構
成
は
教
科
書
発
行
者
の
判
断
で
あ
り
、
ま
た
、
授
業
時
間
数
は
各
学

校
に
お
け
る
指
導
計
画
に
基
づ
く
も
の
な
の
で
個
々
に
は
述
べ
な
い
が
）
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
の
中
で
社
会
保
障
を
含
め
た
教
育
の
充
実
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
指
導
要
領
は
中
教
審
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
八
月
審
議
の

ま
と
め
が
示
さ
れ
、
小
・
中
・
高
を
通
じ
て
社
会
科
に
お
い
て
、
少
子
高
齢

化
な
ど
の
現
代
的
な
諸
課
題
を
踏
ま
え
た
教
育
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
、

そ
の
課
題
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
な
考
察
や
構
想
な
ど
を
充
実
す
る
方

向
性
が
示
さ
れ
た
。
今
年
度
中
に
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し

て
、
平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
に
高
等
学
校
を
改
訂
す
る
運
び
。

　

こ
の
中
で
、
高
校
の
必

履
修
の
新
科
目
と
し
て

「
現
代
社
会
の
諸
課
題
を

捉
え
考
察
し
、
選
択
・
判

断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り

と
な
る
概
念
や
理
論
を
、

古
今
東
西
の
知
的
蓄
積
を

踏
ま
え
て
習
得
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
を
活
用
し

て
自
立
し
た
主
体
と
し
て
、

他
者
と
協
働
し
つ
つ
国

家
・
社
会
の
形
成
に
参
画

し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
に
向
け
て
必
要
な
力

を
育
む
共
通
必
履
修
科
目

と
し
て
の
「
公
共
（
仮

称
）
を
設
置
す
る
」
方
向

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
、
「
持
続
可
能
な
地

域
、
国
家
・
社
会
、
国
際

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る
力
、
合
意
形

成
や
社
会
参
画
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
構
想
し
た
こ
と
の
妥
当
性
や
効
果
、

実
現
可
能
性
な
ど
を
指
標
に
し
て
議
論
す
る
力
な
ど
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
現
実
社
会
の
諸
課
題
、
例
え
ば
、
公
共
的
な
場
づ
く
り
や
安
全
を

目
指
し
た
地
域
の
活
性
化
、
受
益
と
負
担
の
均
衡
や
世
代
間
の
調
和
が
と
れ

た
社
会
保
障
、
文
化
と
宗
教
の
多
様
性
、
国
際
平
和
、
国
際
経
済
格
差
の
是

正
と
国
際
協
力
な
ど
を
探
究
す
る
学
習
を
行
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

�　

小
・
中
で
も
高
の
新
科
目
に
つ
な
が
る
よ
う
社
会
保
障
の
経
済
的
な
側
面

を
持
つ
課
題
な
ど
に
留
意
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

地�

公
退
：
社
会
保
障
に
つ
い
て
幼
児
期
・
小
・
中
・
高
と
一
貫
性
を
持
っ
た
教

育
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

⇒

�

　

発
達
段
階
に
応
じ
て
系
統
的
に
指
導
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
小
学
生
に

は
「
地
方
公
共
団
体
の
働
き
」
と
し
て
高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
な
ど
で
社
会

保
障
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
中
学
校
で
は
社
会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
内
容
、

高
校
で
は
「
現
代
社
会
」
な
ど
で
制
度
の
現
状
と
課
題
を
生
徒
た
ち
が
多
様

な
立
場
の
意
見
を
も
と
に
自
分
た
ち
の
考
え
を
出
さ
せ
る
よ
う
な
内
容
で
教

え
る
な
ど
。
中
教
審
で
検
討
さ
れ
て
い
る
新
教
科
（
公
共
）
に
つ
い
て
も
、

小
・
中
段
階
か
ら
の
系
統
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

地�

公
退
：
社
会
保
障
の
理
念
と
仕
組
み
を
理
解
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。

厚
労
検
討
会
報
告
は
、
社
会
保
障
教
育
の
時
間
数
不
足
を
指
摘
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

　
�　

一
時
間
半
程
度
の
授
業
で
世
代
間
対
立
を
招
か
な
い
だ
け
の
社
会
保
障
教

育
が
可
能
か
。

⇒

�

　
文
科
省
で
は
指
導
す
る
内
容
の
大
枠
を
学
習
指
導
要
領
や
解
説
で
示
し
て

い
る
が
、
時
間
数
の
設
定
等
は
各
学
校
で
全
体
の
指
導
計
画
の
中
で
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。

地�

公
退
：
「
社
会
保
障
は
世
代
間
扶
養
で
あ
る
」
こ
と
の
理
解
が
不
足
し
、
「
自

分
の
掛
け
金
を
自
分
で
取
り
戻
す
」
と
い
う
誤
解
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

教
育
の
役
割
が
大
き
い
。

⇒

�

　

現
代
社
会
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

過
去
よ
り
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
と
思
う
。
自
分
の

こ
と
と
し
て
考
え
、
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
指
導
は
重
要
で
あ
り
、

中
教
審
で
検
討
さ
れ
て
い
る
新
科
目
（
公
共
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

地�

公
退
：
社
会
保
障
を
軽
視
す
る
学
者
が
増
え
て
お
り
、
世
論
を
間
違
っ
た
方

向
に
誘
導
し
て
い
る
。

⇒

�

　

社
会
保
障
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
小
・
中
・
高
を
通
じ
て
学
習
指
導
要

領
に
も
示
さ
れ
て
お
り
、
社
会
保
障
の
意
義
や
役
割
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
制

度
自
体
の
周
知
や
在
り
方
の
検
討
は
厚
労
省
で
尽
力
し
て
も
ら
う
課
題
。

地�

公
退
：
社
会
保
障
の
基
底
に
流
れ
る
べ
き
「
子
ど
も
の
権
利
、
人
権
人
命
尊

重
、
自
立
、
平
等
」
な
ど
を
一
貫
し
て
伝
え
る
べ
き
。

⇒

�

　

憲
法
が
定
め
る
基
本
的
人
権
は
学
校
教
育
の
基
本
、
社
会
科
を
含
む
各
教

科
等
で
も
教
え
る
が
、
生
命
の
尊
重
な
ど
は
道
徳
を
中
心
に
学
校
教
育
全
体

で
扱
う
内
容
。

地�

公
退
：
厚
労
検
討
委
で
作
成
し
た
教
材
の
学
校
で
の
扱
い
に
つ
い
て
文
科
省

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

⇒

�

　

検
討
会
の
作
業
に
は
文
科
省
も
協
力
し
、
作
成
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な

ど
の
教
材
は
報
告
書
と
合
わ
せ
て
各
教
育
委
員
会
に
周
知
し
て
い
る
。
ど
こ

ま
で
使
う
か
は
学
校
の
指
導
計
画
次
第
だ
が
、
計
画
に
合
わ
せ
て
一
部
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
用
い
る
こ
と
も
有
効
。

那�

谷
屋
参
議
院
議
員
：
本
日
の
意
見
交
換
に
は
文
科
省
か
ら
実
務
担
当
者
が
出

席
し
た
、
今
後
具
体
的
な
形
に
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
年
金
は
高
齢
者
問
題

で
は
な
く
全
て
の
人
が
い
ず
れ
係
る
問
題
。
日
本
の
年
金
は
必
要
な
人
に
一

定
の
ヘ
ル
プ
を
担
保
し
た
世
界
に
誇
れ
る
制
度
だ
。
医
療
・
介
護
の
問
題
と

並
び
子
供
た
ち
に
正
し
く
指
導
す
べ
き
課
題
。
主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、

世
代
間
対
立
を
起
こ
さ
な
い
教
育
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も
定
期
的
意
見
交

換
の
機
会
を
も
と
う
。

地
公
退
：
①
今
日
の
記
録
に
つ
い
て
、
後
日
双
方
で
整
理
す
る
機
会
を
作
ろ
う

⇒

同
意

　
　
　
　

②
今
後
、
年
金
以
外
の
テ
ー
マ
を
含
め
て
継
続
的
に
協
議
の
場
を
持

と
う⇒

協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以　
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